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山川出版社
記述内容
その頃、ロシア政府は、日本との通商を開くための使節の派遣をもくろみ、日本の事情に強し、関心をもっていた。ロ
シア語を覚え、キリル文字（ロシア文字）も書けるようになっていた光太夫は、率直で快活な性格の持ち主で、ロシア
人と親交を結び、ロシア人の日本に対する興味にこたえた。
1830年代にイギリス船で世界を一周し、宣教師による聖書の日本語訳に協力した尾張国（現在の愛知県）出身の音
吉、 19世紀半ば、漂流中にアメリカ船に救助されてアメリカで学問を学び、帰国後、幕府の対外交渉に尽力した土
佐国（現在の高知県）出身の中浜万次郎なども、漂流とし、う偶然によって世界の動きをみた人々である。
人類が誕生してから、文字を発明して歴史を記録に残すようになるまでには、非常に長い年月が必要で、あった。人
類史の99パーセント以上を占めるこの時代を、先史時代と呼ぶ。
なお、従来原人はその脳容積から言語を使用していたと推測されていたが、現在では人類がいつから言語を使い
はじめたかは不明とされている。
武器や工具などの金属器がつくられ、また政治や商業の記録を残すための文字が発明された。ここから人類史は、
歴史時代にはし、っていった。
世界の諸言語の系統分類表
言語は文化的伝統のなかでも重要な要素である。日本語と朝鮮語の帰属については定説がない。
（※以下、表は省略）
＊なお、同じ系統の言語を話す人間集団を呼ぶ場合には、「～語系jとし、うあらわし方がよく使われる。
世界各地に拡散した人類がそれぞれの環境に適応していくなかで、言語や習慣は多様になり、皮膚や髪の色とい
った身体的特徴の違いもあらわれた。
他方、言語・宗教・習慣などの文化的特徴によって、人類を民族という集団にわける考え方もある。また共通の言語
からうまれた同系統の言語グループを語族と呼ぶ。
写真・コラムのタイトル、備、考、九
人類の進化と石器の使用
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エジプトの太陽暦、メソポタミアの六十進法、フェニキアの表音文字など、オリエントの文化は、周辺地域に大きな影響
序文
をおよぼした。
ティグリス川・ユーフラテス川流域のメソポタミアでは、前3000年頃から都市文明が栄えた。この地域にはアラビア半
本文 島や周辺の高原からセム語系やインド＝ヨーロッパ語系の遊牧民が豊かな富を求めて移住し、複雑な歴史をくりひろ
げた。
ナイル川のめぐみをうける豊かなエジプトは、一時は異民族の侵入があったが、メソポタミアと異なり砂漠と海に閤ま
本文
れているため、エジプト語系の人々が長期にわたって高度な文明を営んだ。
両地方を結ぶ交通路にあたっていたシリア・パレスチナ地方は、メソポタミアにかけて「肥沃な三日月地帯jを形成本文
し、小麦やオリーヴの栽培をおこなうとともに、セム語系の人々が地中海の交易に活躍した。
優勢な都市国家の支配層には莫大な富が集まり、壮大な神殿・宮殿・王墓がつくられて、豪華なシュメール文化が本文
栄えたが、前24世紀にはセム語系のアツカド人によって征服された。
アッカド人は、メソポタミアやシリアの都市国家を最初に統一して広大な領域国家をつくった。しかしその崩壊後、か
本文 わってセム語系のアムル人がパビ、ロン第1王朝（古パビロニア王国）をおこし、ハンムラピ王のときに全メソポタミアを
支配した。
はやくから鉄製の武器を使用したインド＝ヨーロッパ語系のヒッタイト人は、前 17世紀半ば頃アナトリア高原（小アジ
本文 ア）に強力な国家を建設し、メソポタミアにも遠征してパヒ守口ン第l王朝を滅ぼし、さらにシリアにも進出してエジプトと
たたかった。
シュメール人が始めた模形文字が多くの民族のあいだで使用され、言語が異なってもみな粘土板に刻んだ模形文
本文・注 字を使用するようになった。①
①この過程で文字の表音化がすすみ、やがてアルファベット文字がうみだされた。
碑上部の浮き彫りで、玉座にすわる太陽神を崇拝しているのがハンムラビ王。下の模形文字はハンムラピ法典碑の スサ（イラン）で発見されたハン写真
一部で、イギリスのロー リンソン（1810～95）らによって解読の手がかりが示された。碑全体の高さ225cm。 ムラピ法典碑と模形文字
写真 ナポレオンのエジプト遠征中に、アレクサンドリア東方のロゼッタ（アラビア語でラシード）で発見された。上段に神聖 ロゼッタ＝ストーン
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文字、中段に民用文字、下段にギリシア文字の 3種で書かれている。フランスのシャンポリオン（1790～1832）は、こ
のギリシア文字を手がかりに、神聖文字の解読に成功したc
彼らが使用したエジプト文字には、碑文や墓室・石棺などに刻まれる象形文字の神聖文字（ヒエログ、リフ）と、ノ4ピル
本文
ス草からつくった一種の紙 （！~ピルス）に書かれる民用文字（デモティック）とがあった。
地中海東岸のシリア・パレスチナ地方は、エジプトとメソポタミアを結ぶ通路として、また地中海への出入り口として、
本文
海陸交通の要衝で、あった。古くは前 1500年頃からセム語系のカナーン人が交易で活躍した。
前 13世紀頃ギリシア・エーゲ海方面から「海の民」と呼ばれる人々が進出し、この地方を支配していたエジプト・ヒッ
本文
タイトの勢力が後退したのに乗じて、セム語系民族のアラム人・フェニキア人・へブ会ライ人が活動を開始した。
シリアに多くの都市国家を建設したアラム人は、前1200年頃からタ守マスクスを中心lこ内陸都市を結ぶ中継貿易に活
躍した。そのためアラム語が国際商業語として広く使われるようになり、アラム文字はオリエント世界で、もちいられる多
本文・注 くの文字の源流となった①。
①アラム文字から派生した文字としては、へブライ文字・シリア文字・アラビア文字・ソグド文字・ウイクやル文字・モンゴ、
ル文字・満州文字などがある。
フェニキア人の文化史上の功績は、カナーン人の使用した表音文字から線状のフェニキア文字をつくり、これをギリ
本文
シア人に伝えて、アルファベットの起源をつくったことにある。
イラン人は、領土内の諸民族の文化を統合して建築や工芸などに成果をあげ、また模形文字を表音化してペルシ
本文
ア文字をつくった。
古代地中海世界で大きな役割をはたしたのはインド＝ヨーロッパ語系のギリシア人と古代イタリア人だ、ったが、彼らの
本文
文明が周辺の非インド＝ヨーロッパ語系の人々から影響をうけて発生したことも無視できない。
粘土板に残された線文字B文書の解読により①、これら小王国で、は専制的な権力をもった王が、役人組織を使って
地方の村々の農民から農産物・家畜や武器などの手工業製品を貢納として取り立て、それによって王宮で働く多数
本文・注
の職人や奴隷をやしなっていたことが明らかにされた。
①線文字Bはミケーネ時代のギリシア人がクレタ文明の線文字A（未解読）に学んでつくった音節文字で、イギリスの
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ヴ、エントリス（1922-56）らが解読した
400年続いた暗黒時代には人口が減少し、線文字Bも忘れ去られ、王国内に居住していた人々は新しい定住地を
本文 求めて移動した。本土からは混乱をさけて小アジア西岸やエーゲ海の島々に移住するものもあり、移動が終わる
頃、ギリシア人は方言の違いから、イオニア人・アイオリス人・ドーリア人にわかれていた。
前8世紀半ばからギリシア人は大規模な植民活動に乗り出し、地中海と黒海の沿岸各地に植民市を建設したが、こ
本文 れは交易活動を活発化させることになった。また同じ頃フェニキア文字を基につくられたアルファベットが、商業活動
でもちいられるとともに、ホメロスの詩など文学の成立をもうながした。
文化的側面では、ギリシア人は共通の言語と神話、デ、ルフォイのアポロン神の信託、4年に一度開かれるオリンピア
本文
の祭典などをつうじて、同一民族としての意識をもち続けた。
民主政が典型的な形で出現したのは、アテネであった。まず前7世紀にドラコンによって法律が成文化され、法によ
本文
る秩序の維持がはかられた。
前 5世紀以降文化の中心となったのは、言論の自由を保障した民主政アテネであった。民主政の重要な行事であ
本文
る祭典では悲劇や喜劇のコンテストがもよおされ、これを鑑賞することはアテネ市民の義務でもあった。
コイネーと呼ばれるギリシア語が共通語となり、エジプトのアレクサンドリアには王立研究所（ムセイオン）がつくられ
本文
て自然科学や人文科学が研究された。
前 5世紀半ばには慣習法をはじめて成文化した十二表法が制定、公開され、前 367年にはリキニウス・セクスティ
本文
ウスj去によりコンスルのうち一人は平民から選ばれるようになった。
3世紀頃までに、キリスト教は主として奴隷・女性・下層市民など社会的弱者を中心に帝国全土に広がり、やがて上
本文 層市民にも信徒がみられるようになった。このあいだに『新約聖書』がギリシア語のコイネーで記され、『旧約聖書』と
ともにキリスト教の教典となった。
ローマ字は今日ヨーロッパの大多数の言語でもちいられているし、ローマ人の話したラテン語は、近代にいたるまで
本文
教会や学術の国際的な公用語であった。
写真 モエンジョ＝ダーロやハラッパーから出土した印章には、牛をモチーフにしたものが多い。上部にインダス文字が記 モエンジョ＝ダーロ出土の印章
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されている。
本文 こうしてインド社会は、多くの民族・言語・宗教が共存する独自の世界を形成するようになった。
本文 また、そこでは、現在でも解読されていないインダス文字が使われていた。
そして、武力に訴える征服活動を放棄し、ダノレマ（法、まもるべき社会倫理）による統治と平穏な社会をめざして各地
本文
に勅令を刻ませた。また、仏典の結集（編纂）や各地への布教を行った。
アショーカ王石柱頭部のライオ
写真 アショーカ王石柱は各地に現存し、石柱部分に勅令が刻まれていることが多い。
ン
ローマの貨幣を貨幣を参考にして金貨が大量に発行されたが、貨幣にはイランやギリシア・インドなどの文字や神々
本文 Cミ3
が描かれ、活発な東西交流がみられたことを示している。
その一方で、一時影響力を失し、かけていたバラモンが再び重んじられるようになり、バラモンのことばであるサンスク
本文
リット語が公用語化され、また、彼らの生活を支えるために村落からの収入が与えられた。
天文学や文法学・数学なども発達し、十進法による数字の表記法やゼ口の概念もうみだされ、のちにイスラーム世
本文
界に伝えられて自然科学を発展させる基礎となった。
南インド、はドラヴィダ、系の人々の地域であり、紀元前後からタミル語を使用した文芸活動が盛んにおこなわれ、また、
本文
その後のバクティ運動のなかでも多くの吟遊詩人がうまれるなど、独自の世界が形成された。
大陸部では、北部の山地に発する長大な河川が平原に流れ出てデ、ルタを形成し、さまざまな言語を話す人々が入
本文 り組んで分布している。他方、諸島部では高地から流れ出る河川が平原を横ぎり、それらの河川！と海を交通路にし
て、おもにマレ一系の諸言語を話す多くの民族が移動をくりかえした。
「インド化Jとよばれる諸変化①
本文・注 ①ヒンドゥー教や大乗仏教、王権概念・インド神話・サンスクリット語・インド式建築様式などがまとまって受け入れら
れた。
注 陳朝では、ベトナム語を書くために漢字を利用した字晴（チュノム）と呼ばれる文字がつくられた。
本文 東アジアの国々は、風土や言語の多様性をもちながら、千年以上のあいだ、漢字や儒教、仏教など共通の文化に
よって結ぼれた独自の世界として大きなまとまりを保ってきた。
20世紀初めの殿壇（河南省安陽市）の発掘によって、甲骨文字を刻んだ大量の亀甲・獣骨や、多数の人畜が殉葬1 2 3 中国の古典文明 67 本文
された王墓および大きな宮殿跡が発見され、殿王朝が前2千年紀に実在したことがはっきりと証明された。
亀の腹甲や牛の肩目甲骨などに小さな穴をあけて火で、あぶり、できたひび割れで神意を占った。文字はその結果を記1 2-3 中国の古典文明 67 写真 甲骨文字の刻まれた獣骨したものである。
現在の漢字のもとである甲骨文字はその占いの記録に使われたものであり、複雑な文様をもっ青銅器の多くは祭杷1 2-3 中国の古典文明 68 本文
用の酒器や食器であった。
この「中閏」意識は、中国を文明の中心とみなし、風俗や言語の異なる周辺地域の人々を「夷秋jとして文明的に劣
1 2-3 中国の古典文明 69 本文 ったものとみなす考え方と結びついていた。華実思想と呼ばれるこのような考え方は、その後 19世紀にいたるまで、
東アジアの人々の世界観に大きな影響をあたえることになる。
さらに貨幣・度量衡や文字の統ーをはかり、焚書・坑儒による思想、統制をおこなうなど、皇帝権力の絶対化と中央集1-2 3 中国の古典文明 71 本文
権化をおしすすめた。
-:i 
σコ 当時の書物はおもに竹簡に書かれていたが、後漢の時代に製紙技術が改良されて紙がしだいに普及した。文字1 2-3 中国の古典文明 73 本文
は、今日の漢字と大差のない隷書に統一され、辞書もつくられた。
現在、欧米で中国をチャイナ（英語）、シィン（フランス語）などと呼んでいるのは、語源をたどれば王朝名の「秦」に
～。
由来する。また今日の漢字文化圏で、「漢族J①「漢字」など、というように、「漢」という王朝名は現在でも中国文化を代
1-2-3 中国の古典文明 74 本文・注 表する語としてもちいられているのである。
①現在の中国の人口の大多数を占める「漢族Jは、もともと黄河流域に住み漢語をもちいていた人々が、南方・西方
に勢力を拡大し、その地の住民と融合して形成された民族で、ある。
1-2-3 中国の古典文明 74 写真 福岡県の志賀島で発見されたこの金印には、「漢委奴国王」の字が刻まれている。 金印
ユカタン半島には、前 1000年頃から 16世紀にかけてマヤ文明が展開して、4世紀から9世紀に繁栄期をむかえ、1-2-4 南北アメリカ文明 75 本文
ピラミッド状の建築物、二十進法による数の表記法、精密な暦法、マヤ文字なと。をもっ独自の文明を発達させた。
1 2-4 南北アメリカ文明 75 本文 アステカ文明もピラミッド、状の神殿や絵文字をもっていた。
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本文 また、文字はもたなかったが、縄の結び方で情報を伝えるキープ（結縄）によって記録を残した。
北貌の孝文帝は、均田制や三長制をしいて農耕民社会の安定につとめ、また平城（現在の大同）から洛陽に都を移
本文
し、鮮卑の服装や言語を禁止するなど積極的な漢化政策を打ち出した。
仏図澄や鳩摩羅什は西域からやってきて河北で、の布教や仏典の翻訳に活躍し、法顕は直接インド、に行って仏教を
本文
おさめ、旅行記『仏国記』を著した。
対句をもちいたはなやかな四六耕優体が、この時期の特色ある文体であり、その名作は梁の昭明太子の編纂した
本文
『文選』におさめられている。
ε「
中国の吉林省に現存する高句麗の広開土王（好太玉、在位 391～412）碑は、玉の事績とともに百済・倭との戦争の
注
状況を記すが、その読み方については諸説がある。
8世紀半ばのトウルファンの「給回文書」。ある人物が返した田を、次にだれに支給するかが書きこまれており、この
写真 均田制実施を示す文書
地域で土地の支給が実際におこなわれていたことを示すが、支給額は規定どおりではなかった。
玄突は西域経由でインドに 17年間にわたる旅行をおこない、仏教を深く学ぶとともにインド各地の仏跡を訪れた。イ
写真 ンドからもち帰った大量の仏典をもとに、帰国後、大翻訳事業をおこない、中国の仏教学の水準を飛躍的に高め 玄奨
た。
写真 彼は従来の典雅な書風を一変させて、書道史上に一時期を画した。 顔真卿の書
本文 突厭・ウイグルでつくられた独自の文字は、北方遊牧民の文字としても最初期のものである。
『コーラン』のことばであるアラビア語が公用語となり、カリフやスルタンにはイスラーム法による公正な政治が求めら
本文
れた。
本文 イスラーム教の聖典『コーラン』は、ムハンマドにくだ、された神のことばの集成で3あり、アラビア語で記されている。
公用語はいぜんとしてアラヒ。ア語であったが、民族による差別は廃止され、カリフの政治はイスラーム法（シャリー
本文
ア）に基づいて実施されるようになった。このためアッパース朝は「イスラーム帝国Jとも呼ばれる。
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モンゴ、ル人の支配のもとで、イラン＝イスラーム文化が成熟した②。
注 ②イル＝ハン国の宰相ラシード＝アッデ、ィーン（1247頃～1318）は、ペルシア語によるモンゴル中心のユーラシア世
界史『集史』を著した。
ヒンドゥー教とイスラーム教の要素を融合した壮大な都市が建設され、あるいはサンスクリット語の作品がペルシア語
本文
へ翻訳されるなど、インド＝イスラーム文化が誕生した。
本文 （クシュ王国は）メロヱに都をおいた時代は製鉄と商業によって栄え、メロエ文字（未解読）をもちいた。
10世紀以降、その南のマリンディ・モンパサ・ザンジバル・キルワなどの海港都市にムスリム商人が住みつき、各都市
本文 は彼らによるインド洋交易の西の拠点として繁栄した。やがてこの海岸地帯では、アラビア語の影響を受けたスワヒ
リ語が共通語としてももちいられるようになった。
イスラーム帝国は、古くから多くの先進文明が栄えた地域に建設された。イスラーム文明は、これらの文化遺産と、
本文
征服者であるアラブ人がもたらしたイスラーム教とアラビア語とが融合してうまれた新しい都市文明である。
中世ヨーロッパはイスラーム教には敵対したが、 11～13世紀にかけてスペインのトレドを中心に、アラビア語に翻訳
本文 された古代ギリシアの文献やアラヒ守ア科学・哲学の著作をつぎつぎとラテン語に翻訳し、これを学ひ令とることによって
12世紀ルネサンスを開花させた。
タラス河畔の戦いを機に唐軍の捕虜から製紙j去を学んだイスラーム教徒は、サマルカンド・パグ、ダード・カイロなどに
本文
製紙工場を建設し、やがてこの技術はイベリア半島とシチリア島を経て、 13世紀頃ヨーロッパに伝えられた。
本文 最初に発達したイスラーム教徒の学聞は、アラビア語の言語学と、『コーラン』の解釈に基づく神学・法学であった。
イスラーム教徒の学聞が飛躍的に発達したのは、9世紀初め以後、バグγ ドー、の「知恵、の館」（ノ〈イト＝アルヒクマ）を
本文
中心に、ギリシア語文献が組織的にアラビア語に翻訳されてからである。
元来はインド起源の数字であるが、イスラーム世界への導入後は、東西の地域でやや異なる数字がもちいられてい
図 アラビア語の数字
た。図のようなアラビア数字がヨーロッパに伝えられ、今日の形に定着した。
本文 メッカ巡礼記を中心とする旅の文学も盛んであり、イブン＝パットウータはモロッコから中国にいたる広大な世界を旅
して、帰国後、口述筆記によるアラビア語の『旅行記』（『三大陸周遊記』）を残した。
ミナレット（光塔）をもっモスク建築は、イスラーム世界に固有な都市景観をうみだしたが、美術・工学の分野では織
2-4 4 イスラーム文明の発展 119 本文 細な細密画（ミニアチュール）や象眼をほどこした金属器、また装飾文様として唐草文やアラビア文字を図案化した
アラベスクが発達した。
言語的にはインド＝ヨーロッパ語族の西方系言語を話す人々がこの歴史舞台のおもな登場人物であり、南欧のギリ
2-5-1 ヨーロッパ世界の成立 121～122 本文 シア人・イタリア（ローマ）人・スペイン人、西欧のケルト人・ゲルマン人、東欧のスラヴ人などがそれにあたる。しかし
また、マジャール人・フィン人・フン人など、ウラル語系・アルタイ語系の人々の活動も重要である。
ヨーロッパ世界の形成
2-5-2 134 本文 公用語は7世紀以降ギリシア語がもちいられ、ギリシアの古典がさかんに研究されて受け継がれた。
と発展
ヨーロッパ世界の形成
2 5-4 150 本文 当時の学者・知識人とは聖職者や修道士であり、彼らは学問の国際的共通語であるラテン語をもちいていた。
-:i 
t。 と発展
ヨーロッパ世界の形成 カール大帝は宮廷にアルクインら学者を多数まねき、そこからラテン語による文芸復興がおこった。これをカロリング
2-5-4 151 本文
と発展 ＝ルネサンスとしゅ。アルファベットの小文字が発明されたのもこの時期で、ある。
十字軍をきっかけに東方との交流が盛んになる 12世紀には、ピザンツ帝国やイスラーム圏からもたらされたギリシア
ヨーロッパ世界の形成
2-5-4 151 本文 の古典が、ギリシア語やアラビア語から本格的にラテン語に翻訳されるようになり、それに刺激されて学問や文芸も
と発展
大いに発展した。これを 12世紀ルネサンスという。
ヨーロッパ世界の形成
2 5 4 153 本文 学問にラテン語がもちいられたのに対し、口語（俗語）で表現された中世文学の代表が騎士道物語である。
と発展
6世紀以降、突厭やウイグ、ルがモンゴル高原と中央アジアに進出すると、内陸アジア世界ではトJレコ系畏族の活動
内陸アジア世界・東ア
2 6 154 序文 が顕著となった。イラン系などの人々が多かったオアシス地域にもトノレコ語が広まり、中央アジアのトノレコ化が進展し
ジア世界の展開
た。
トルコ化とイスラーム化 ソグ‘ド、人がもたらしたアラム系文字を基にウイグル文字がつくられ、これはのちにモンゴル文字や満州文字の原型と
2-6-1 155 本文
の進展 なった。
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ウイグ、ル国家の崩壊後、ウイグル人の一部はクチャなど、天山山脈の南に点在する中央アジアのオアシス地域に移住
し、その多くは定住生活にはいった。ウイグ、ル人が増えるにつれて、先住のイラン系住民もやがてトルコ語を話すよう
本文
になった。パミール高原の西部で、もトルコ系遊牧集団が波状的に南部のオアシス地域に移動・定着したことから、同
様な過程がすすんだ。
日本では 8世紀末に都が平安京に移って貴族政治がおこなわれた。9世紀の末には、唐末の中国の動乱が激しく
本文 なったこともあって、遣唐使が停止され、律令体制の崩壊が進行した。文化面では、中国文化の基礎の上に日本風
の特色が加味され、仮名文字や大和絵に代表される国風文化が栄えた。
写真 絵物語を読む宮廷の女性たちを描いた場面。平仮名の使用は、宮廷や貴族の女性たちのあいだでまず広まった。 「源氏物語絵巻」（絵と詞書）
さまざまな文字の書かれた牌
子（通行証）
西夏文字（西夏）、女真文字
遼から元の時代には、さまざまな文字を記した通行証がもちいられた。 1枚の通行証に複数の文字が書かれることも
写真 （金）、契丹文字・漢字（チンギ
あり、駅伝などをつうじての広域的な人の移動が盛んであったことがわかる。
ス＝ハン時代）、ペルシア文
字・パスパ文字・ウイグル文字・
漢字（元）の写真を掲載
契丹ははじめウイグ、ル文化の影響をうけたが、やがて中国文化を吸収し、仏教を受け入れた。太祖らがつくったとさ
本文
れる契丹文字は、ウイグル文字と漢字との双方の影響をうけている。
西夏は中国と西方を結ぶ通商路の要をにぎり、しばしば宋に侵入した。仏教が盛んであり、漢字の構造にならった
本文
西夏文字で多くの仏典が翻訳された。
本文 契丹や西夏と同様、女真でも独自の女真文字がつくられた。
本文 唐代に頃に始まった木版印刷は宋代に普及し、また活字印刷術も発明された。
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モンゴ、ルの大帝国 169 
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ムガル帝国の興隆と
東南アジア交易の発 197 
展
ムガル帝国の輿隆と
東南アジア交易の発 198 
展
ヨーロッパ世界の拡大 205 
ルネサンス 206 
ルネサンス 209 
宗教改革 210 
モンゴ、ル支配下の広大な地域では、漢語・チベット語・トルコ語・ペルシア語・ロシア語・ラテン語など多様な言語がも
本文 ちいられていた。モンゴル語を表記するパスパ文字は、フビ、ライの師で、あったチベット仏教の教主のパスパがつくっ
たものであるが、しだいにすたれて、ウイク守ル文字でモンゴ、ル語を表記することが一般的となった。
イベリア半島のトレドを中心に、アラヒcア語の著作がつぎつぎとラテン語に翻訳され、これはヨーロッパ近代化学の誕
本文
生に大きく貢献した。
15世紀前半の世宗のときには、金属活字による出版や訓民正音（ハンク守ル）の制定など、特色ある文化事業がさか
本文
んにおこなわれた。
写真 訓民正音は母音と子音とを組み合わせた形の、合理的な表音文字である。 訓民正音
本文 ヌノレハチは、八旗の編制や満州文字の制作など、独自の国家建設をすすめ、明に対抗した。
ノ〈ーブ‘ルは支配者としてすくやれていただけでなく、ベルシア語やアラヒ守ア語の教養も深く、彼の回想録で、ある『パー
注
ブル＝ナーマ』をはじめとする作品でも知られている。
各地の王の宮廷では、地方語による作品がうみだされると同時に、それらの作品のペルシア語への翻訳がすすん
本文・注 だ。公用語のペルシア語がインド、の地方語とまざったウルドゥ一語も誕生した①。
①ウルドゥー語は、現在パキスタンの国語となっている。
①アメリカ大陸で、スペイン・ポルトガル系の言語・文化が広まったメキシコ以南の地域を総称してラテンアメリカと呼
注
ぶ。
イギリスで 16世紀末から 17世紀初めに活躍したシェークスピアの戯曲をはじめとして、すぐれた文芸作品は、それ
本文
ぞれの国の言語を発達させるのに貢献した。
さらに、 15世紀半ば頃ドイツ人グーテンベルクが改良した活版印刷術は、製紙法の伝播と結びついて、書物の製作
本文
を従来の写本よりもはるかに迅速・安価なものとし、新しい思想の普及に大きく貢献した。
本文 1521年、ルターは教皇から破門され、皇帝カール 5世にヴォルムスの帝国議会に呼び出されたが、自説を撤回せ
包3
t.:l 
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の文化と社会
フランス革命とナポレ
252 
オン
19世紀欧米の文化 278 
オスマン帝国支配の
動揺と西アジア地域の 284 
変容
アジア諸国の改革と民
328 
族運動
アジア諸国の改革と民
330 
族運動
第一次世界大戦とロシ
336 
ア革命
アジア・アフリカ地域の
347 
民族運動
ず、ザクセン選帝侯の保護のもとで『新約聖書』のドイツ語訳を完成した。
リシュリューが創設したフランス学士院（アカデミー）は、国語の統一と洗練につとめ、フランス語はヨーロッパ諸国の
本文
上流社会で広くもちしもれた。
二人（デフォーとスウィフト）はジャーナリズムでも活躍したが、彼らの著作を掲載する新聞や雑誌もイギリスでは多数
本文
刊行されるようになっており、世論の成長に貢献した。
注 ②ロゼッタ＝ストーンが発見されたのは、この遠征中の 1799年のことである。
市民文化は、貴族文化の成果を引き継ぎそれらを市民層や広く国民に伝える役割をはたした。さらに、美術・文学・
本文
音楽などの分野で、それぞれの言語文化や歴史を重視する国民文化の基礎をつくった。
シリアでは 19世紀初め、アラブのキリスト教徒知識人のあいだに、アラブ、文化の復興運動が起こった。この活動は、
本文 アラビア語の再生をつうじてアラブ？の民族意識を高め、 19世紀末以降に展開するアラブ民族運動への道を切り開い
た。
その一環として、現地人官吏養成のための学校が多く設立されることになり、貴族の子弟を中心に、オランダ語の教
本文 育や専門教育がほどこされた。そして、それらの教育をうけた子弟のあいだに、しだいに民族的自覚がうまれていっ
た。
彼らは 1908年政府にせまって憲法を復活させ、政権をにぎったが（青年トノレコ革命）、その後、内外の情勢の変化
本文 にともなって内閣は反動化し、不安定な政局のもとで国内世論も分裂した。しかし、この間に言論や結社の活動によ
ってトルコ民族主義の成長がすすんだ。
開戦後、ドイツ語を一部含むペテルブ〉ルクという名前はべトログ、ラード、と改称され、さらに第一次世界大戦後にレニ
注
ングラードと改められたが、 1991年に旧名のサンクト＝ペテルブ子ルクに戻された。
陳独秀の刊行した『新青年』は、「民主と科学jを旗印に儒教道徳を批判して、青年知識人に支持された。胡適は
本文 1917年、同誌上で白話（口語）文学をとなえ、魯迅は『狂人日記』『阿Q正伝』などの小説で、自国民の心理の暗黒
面を描き出した。
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考えてみよう 416 
オランダが支配するインドネシアでは、 1920年にインドネシア共産党が結成され、独立をとなえた。その運動が弾圧
によってほぼ壊滅したのちは、オランダ、から帰国した留学生が、運動の指導権をにぎ、った。 27年にはスカルノを党
本文
首とするインドネシア国民党が結成され、翌年にインドネシアとし、う統一された祖国・民族・言語をめざす宣言がなさ
れた。
アタテュルコ（「父なるトルコ人」の意）は、みずから先頭にたってアラビア文字からローマ字への文字改革の実施に ローマ字を教えるケマノレ＝アタ
写真
つとめた。 テュルク
ケマルは大統領となり、 24年共和国憲法を発布し、つづいて政教分離、太陽暦の採用、女性参政権の実施などを
本文 おこない、さらにアラビア文字にかわってローマ字を採用するなど、近代化を強力におしすすめた。ト／レコ人の歴史
とトルコ語の教育によってトルコ＝ナショナリズ、ムの育成もはかられた。
大戦中、中立を宣言しながらイギリス・ロシアの介入をうけていたカージャール朝のイランは、戦後、自主権を回復し
た。しかし、その後レザー＝ハーンがクーデ、タによって実権をにぎ、り、 1925年カージャール朝を廃してパフレヴィー
本文 朝を開き、みずからシャー（国王）を称した。彼はト／レコにならって近代化につとめ、 35年には国名を他称、のペルシ
アから自称のイランに改めてイラン＝ナショナリズムを鼓舞したが、園内の石油利権は、なおイギリスの手に残され
た。
東南アジアの占領地では、当初、日本を欧米諸国の植民地支配からの解放者として迎えたところもあった。しかし、
本文 日本の占領目的は資源収奪とそれに必要な治安確保であり、軍政のもとで、日本語教育や神社参拝の強制など、
現地の歴史や文化を無視した政策がおこなわれた。
インドでは、戦後、国民会議派の政権が長く続き、非同盟外交とともに計画経済が推進された。また、パキスタンとの
本文 あいだ、でカシミール地方の帰属などをめぐって衝突をくりかえしたうえ、 1971年には言語などの違し、から東パキスタ
ンがパング、ラデシュとして独立するのを支援した。
グかローバル化の結果、英語は英語圏の公用語だけではなく、国際共通語となってきている。私たちの日常生活で使
考えてみよ
われる日用品や電気機器なども、英語表記のものが多し、。身のまわりの道具や器具の名称、に日本語ではなく英語
つ
表記が広まり出したのはいつ頃からか、またなぜそうなってきたかを考えてみよう。
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東京書籍
記述箇所 記述内容 写真・コラムのタイトル、備考
地球上に人類が登場してから、およそ 700万年の歳月が流れた。しかし、その人類の長い足跡をすべてたどること
はできない。人類の歴史の圧倒的な部分は文字による記録を持たない時代に属するからである。歴史学はそもそも
文字による記録をたどる学問であるが、文字が発明され記録が残されるようになるのは、せいぜい紀元前 3000年頃
序文 にすぎない。このため、文字による記録のない時代は先史時代とよばれ、歴史時代とは区別される。しかし、歴史時
代はわずかに 5000年ほどしかなく、人類史の大部分は埋もれたままである。それにもかかわらず、この先史時代の
人類の生活や文化についても、考古学、人類学、民俗学などの研究成果によって、今日ではかなりのことがわかっ
ている。それは文字記録の残る歴史時代の出来事を理解する上でも欠かせなしものになってしも。
図 （原人）言語の使用 人類の進化
その好例が、ジャワ島で発見された 70万年前のジャワ原人と中国の周口店で出土した 60万年前の北京原人であ本文
る。彼らは、洞窟に住み、火の使用を知っており、会話（言語の使用）の能力ももっていたとし、われる。
このような人類の拡散にともなって、やがていくつもの言語が形成されていった。それらのなかには故地を同じくする本文
ために語法の類似したものがあり、語族という用語でくくられる場合がある。
③人類の歴史を理解しやすくするために、さまざまな方法で人類の区分と分類がなされている。人種は皮膚の色な
注 ど身体の遺伝的な形質にもとづく分類であり、民族は言語・習俗・宗教など文化にもとづく分類であるが、いずれも
優劣の問題とは関係がない。
民族の分類をする際にはさまざまな基準が用いられるが、宗教や慣習などとならんで、言語を基準とすることも多
図 世界のおもな語族し、。
日本語は、文法的には北方のアルタイ語族・ツングース語派に属するが、言吾葉は南方のオーストロネシア語族やオコラム 日本語
ーストロアジア語族の影響が強い。
序文 やがて前 3千年紀後半には、周辺地域にも都市文明は広がり、セム語系の人々を中心にオリエント世界という文明
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圏が姿をあらわした。
前 2千年紀になると、この豊かな文明世界にインド＝ヨーロッパ語系の諸族があいついで南下してきた。
さらに、神意をうかがう祭杷や財政・会計事務などのために文字③が発達したが、それは人類にとって大きな発明で、
あった。
③文字による記録が存在する時代を歴史時代とし、う。なお、それ以前は先史時代とし、う。
④シュメール人は最古の文字を残しているが、言語系統は不明である。
印章には絵文字が刻まれたが、やがて模形文字⑤がつくられ、それはオリエント世界の多くの文字の原型となった。
⑤模形文字の記された粘土板は、シュメール時代の遺跡から発掘されたものだ、けでも数十万点にのぼる。その多く
は会計記録などであるが、『旧約聖書』の「ノアの箱舟」の原型となった洪水神話をふくむ『ギルガメッシュ物語』のよ
うな文芸作品もあった。
トルコ中部ボアズキヨイ遺跡出土。ボアズキヨイにはヒッタイトの都があった。 模形文字
彼らが使用した象形文字はヒエログリフ（神聖文字）とよばれ、のちにはこれを簡略にしたでもティック（民衆文字）がつ
くられた。
人類最初の文字といわれる模形文字の解読は困難をきわめた。セム語系ではないシュメール人の文字がのちにセ
ム語系のアッカド、人やアッシリア人、インド＝ヨーロッパ語系のペルシア人などに採用されたからである。まず、古代ぺ
ルシア語に頻出する「王」の称号からダーレイオスとクセルクセスの固有名詞が導き出され、やがて 1846年にベルセポ
リス碑文の全文字が解読された。それらとの対訳が得られたことで、イギリスのローリンソンらによってアッシリア語の
古代文字の解読
模形文字が解読されることになった。やがて襖形文字のなかにアッシリア語とは異なる未知の言語との対訳文書が
※ロゼッタ石の写真あり
数多く出土し、20世紀になってやっとシュメール語とシュメール人の存在が確定した。古代エジプトのヒエログリフの
存在は中世以降も知られていたが、その読み方はすっかり忘れ去られていた。 18世紀末、エジプトに遠征したナボ
レオン軍は砦の建設中に碑文の刻まれた黒玄武岩を発見した。これはのちにロゼッタ石として知られる。そこには三
種の文字による分法が記されており、上段がヒエログνフ、中段がデ、モティック、下段がギリシア語で、あった。ギリシア
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語が読めることから、さまざまな人々が解読に取り組んだ。セム語系のアラビア語やシリア語を学んだフランスのシャ
ンポリオンは、ヒエログリフは表意文字であるとともに子音だけを表記するものと考え、つぎつぎ、と謎を角料、ていった。
1822年、報告書が提出されたので、この年はエジプト学の発足年となってしも。
⑨アマルナからは、国際化時代を反映してバピ、ロニアの共通語で、あるアッカド語で書かれた粘土版や、アマルナ美
注
術とよばれる写実的な芸術作品が多数発見されている。
このような交易活動にともなう通信や簿記のために、フェニキア人は簡便な表音文字であるアルファベットをつくりあ
本文
げた。
アラム語は国際商業の共通語として西アジア一帯で用いられた。フェニキア人のアルファベットをもとに独自の表記
本文
であるアラム文字がつくられ、それはアラビア文字など西アジアから南アジアにいたる多くの文字の源となった。
これは前2～前 l世紀に書かれたもの。「死海文書」は、 1947年以降、死海のほとりで発見された、『旧約聖書』など
写真 死海文書
に関連するへブライ語などの文書群である。
アッシリア帝国はニネグェを首都とし、征服地を属州に分けそれぞれに総督を派遣して直接統治した。駅伝制をもう
本文 け、粘土板を保存して、情報の収集に努めたが、強制移住や重税などのために服属民の反感をまねき、帝国の統
治は長くは安定しなかった。
（アケメネス朝ペルシア）公用語としてはベルシア語、アッシリア語、アラム語などが使われたが、模形文字をもとに表
本文
音化したペルシア文字がつくられた。
本文 このようななかで方言の差異が目立つようになり、イオニア人、アイオリス人、ドーリア人などとよばれるようになった。
ミケーネ文明で使用された線文字Bはクレタ文明の線文字A（未解読）の影響を受けたもので、イギリス人ヴエントリ
コラム ギリシアの発掘と文字の解読
ス(1922～56）らが解読した。
本文 ギリシア語は共通語（コイネー）となり、オリエントやギリシアの諸科学がギリシア語で集大成されて発達した。
彼らはギリシア人と同様に、多数の都市国家をきずき、同ーの言語や宗教をもちながらも分立・競合し、一つの国家
本文
にまとまることはなかった。
本文 ラテン語は、ローマ字とともに帝国の西半に普及し、後世にいたるまで西ヨーロッパの学問や教会で、使われる言語と
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して重視された。帝国の東半ではギリシア語が優勢であり、『対比列伝』を書いたプルタルコス、『地理誌』のストラボ
ン、『天文学大全』で天動説の体系を説いたプトレマイオスらが出た。
ゲ、ルマン人が定住した土地には、その名を語源、とする地名が残っている。たとえば、ブルグント→ブルゴーニュ、ラン
コラム ゲ、ルマン人と地名
ゴ‘バルド→ロンパルディア、アング、ル→イング会ランドなど、がそれで、ある。
パルティア王国は、セレウコス朝からアケメネス朝以来の統治制度を受けついで中央集権制をとり、またギリシア語
本文 の文化を保護した。しかし、前 1世紀ごろから民族の意識が高まり、アラム文字で表記したペルシア語が公用語とな
り、しだいにギリシア語文化圏から離れていった。
遺跡からは赤地黒色彩文のろくろを用いた土器や、滑石に文字を刻んだ印章が多く出土する。文字（インダス文字）
本文 はいまだに解読されていないが、同類の印章はメソポタミアで多く発見されており、両地問の交流がさかんだったこ
とがわかる。
印章には、牛や一角獣、サイなど角のある動物とともに、五つ程度のインダ、ス文字が彫られている。当時は、これに
写真 印章
よってもち主が特定できたと考えられる。滑石製。
③ヴェーダーはサンスクリット語で書かれた宗教文献の総称。『リグ＝ヴェーダ』がもっとも古い。この時期から前7世紀ま
注
でをヴェーダの時代とよぶ。
本文 社会的・経済的な発展を背景に、紀元前6世紀ごろ、管学的な「ウパニシャツドJ（奥義書）文献が編纂された。
アショーカ王は仏教の強し、影響を受け、その広大な帝国統治理念を不殺生、従）I民、慈悲などの倫理（法、ダルマ）に
本文
求め、ダ、ルマを宣布した詔勅を各地の言語で崖や石柱に刻んだ。
詔勅の言語はインド各地方の口語と文字で記されたもののほかに、ギリシア文字、アラム文字のものも発見され、そ
写真 アショーカ王の石柱碑
の国際性を示している。
また、半島南端部では、チョーラ朝やパーンデ、イヤ朝が海上交易をキソとして長くつづき、トラヴィダ、系のタミル文化
本文
が栄えた。
グ、プタ朝の宮廷ではサンスクリット語の文学がさかんになり、詩人カーリダーサは戯曲『シャクンタラー』を著した。こ
本文
うして、民衆化され、現在にまでつらなるヒンド、ウー文明の基礎が確立された。
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ヒンドワー教の聖なる言葉サンスクリット語も、仏教用語として日本語のなかに根づいている。たとえば「奈落に落ち
る」の奈落は地獄を意味するナーラカ、墓の後ろに置かれる塔婆はストゥーパ、「手I］那的」の剃那は瞬間を意味する 日本のなかのインド文明
クサナが語源である。誰もが日本語だ、と思っている瓦は、実は祭式の皿を意味するカパラが語源、である。
股王朝後期の遺跡である殿櫨（河南省安陽市）からは、捕虜か奴隷を殉葬したらしい竪穴式の巨大な墓が発掘され
ており、出土した甲骨には、段王が天帝の神意を占った内容が、漢字の原型となった甲骨文字で記録されており、
当時の王権の大きさや独特な政治のあり方を知ることができる。
専門の占い師が、獣の肩甲骨や亀の腹甲にできるひび割れで神意を読みとり、その結果を文字で刻んだ。 甲骨文字の刻まれた牛骨
始皇帝は、法家の李斯を丞相として言論や思想の統制を強行し、行政を円滑にするために、文字・度量衡・貨幣・
車軌（車の両輪の幅）を統一した。
奈倫は紙の製法を大幅に改良した。
春秋戦国時代になると、官僚制度が整って行政文書が飛びかうことになり、また諸子百家などの各種の書物が流布
するようになった。この事情に応じて、遠国時代のころから、一般の書物から行政文書にいたるまで、うすくけずった
木や竹の札が、広く、大量に使用されるようになった。これらの木簡や竹簡では、墨で文字が書かれ、書きそんじた
ら小刀で、けずって訂正された。役人たちが「刀筆の吏」とよばれたのはこのためである。いく枚かの札でまとまりがつく
と、それらを縦にならべて2～3本の糸で横に綴る。その姿が「冊Jであり、これを巻くと「巻」になる。こうして形をなした
書冊を何度も綴くと、綴り糸が切れることもおこる。「章編（綴り糸）三絶」とは、よく勉強したとしづ意味である。ぼろ布や 木簡から紙へ
亜麻の繊維などをすいてつくられる紙は、後漢の宣官、察倫の発明とされる。しかし、粗製ながらも前漢期の紙が発 ※綴られた木簡の写真あり
見されており、文献にも、察倫より以前の紙の記載がある。たしかに紙は後漢時代から急速に普及していった。しか
し、それ以降にあっても、木簡や竹簡が紙とならんで、使用されつづけた。近年、つぎつぎと発掘・発見される大量の
木簡は、戦国末期から三国時代にまでいたっている。 751年、タラス河畔の戦いで唐軍がやぶれたとき、製紙技術
者が捕虜となり、ここに製紙法は西方に伝わった。まもなくパグ、ダード可こ製紙工場がつくられ、その後、エジプトから
アフリカ北部沿岸をへて、 12世紀半ばにイベリア半島に伝わった。この間に改良を重ねながら、製紙法がヨーロッパ
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各地へと普及してしりたのは、 13世紀以降のことである。
玄実や義浄のように仏典を求めてインドにおもむく僧も多く、仏典の漢訳と教理の研究もすすんだが、浄土宗や禅
本文
宗などの新しい宗派が誕生し、最澄と空海が日本に伝えた天台宗と真言宗は、平安仏教に大きな影響を与えた。
惰唐帝国は、当時の東アジアにおける唯一の超大国であった。周辺諸民族は、その動向を視野に入れながら自国
本文 の存立と成長をはからねばならず、周辺諸国はそれぞれの立場において、儒教、仏教、律令、漢字、都市プランな
どの中華文明を取り入れて、固有の文化と融合させることに努めた。
本文 吐蕃の文化はインド文明の影響が強く、チベット文字やチベット仏教（ラマ教）が生みだ、された。
注 ②ソグド人は、アラム文字をもとにソグ、ド文字をつくった。
突販は、騎馬遊牧民としてははじめて文字（突廠文字）をつくり、特に再興した東突販の時代には、自分たちは漢字
本文
文化に対抗する独自の文化の保持者であることを強調した。
本文 ウイグルは、ソグ伊ド文字を改良してウイグル文字をつくりだ、し、仏教やマニ教を受けいれた。
この戦し、（タラス河畔の戦し、）で、ムスリム軍の捕虜になった中国の紙すき職人が、製紙法をイスラーム世界に伝えた。
注
イスラーム世界では、 10世紀ごろから紙が普及し、学問の発展に寄与した。
序文 東南アジアは、地域全体で用いられる共通の言語や宗教をもたない。
扶南の港オケオの遺跡からは、サンスクリット語を記した錫片や、漢代の中国鏡、2世紀のローマ貨幣が出土して、
本文
東アジア、南アジア、地中海の文明がこの地で交わっていたことを示している。
東西世界とのかかわりが強まるとともに、漢字や儒教などの中華文明がベトナム北部に伝わった。また、サンスクリッ
本文
ト語や文学作品、ヒンドゥー教、仏教などのインド文明が、その他の諸地域の港市国家に伝わった。
特殊な絵文字をもち、聖獣ジャガーなどを進行するこの文明はオ／レメカ文明とよばれ、その後の中央アメリカの諸文
本文
明に大きな影響を与える。
本文 この文明では、数量などを記録するのにキープ（結縄）が用しもれた。
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本文 北米大陸の先住民たちは文字をもたなかったが、自然に順応した文化を営み、口承文化を発展させていた。
本文 （ウマイヤ朝は）アラビア語を公用語として、イスラーム世界の基礎をきずいた。
アンダルスのキリスト教徒やユタ。ヤ教徒の間でイスラーム教への改宗がすすんだ。改宗しない者も、多くはアラビア
本文 語を習得し、彼らによって、アラビア語の書物が盛んにラテン語に翻訳され、それらは中世ヨーロッパの学問の基礎
となった。
中央アジアに成立したイラン系のサーマーン朝は、ペルシア文化を保護した。この王朝のもとで、ブハラなど、の中央
本文
アジアのオアシス都市が繁栄し、ペルシア語による文学が復活した。
セルジューク朝は、軍にはマムルークを採用したが、官僚とじてはイラン人を採用してペルシア語を行政用語とした
⑦。
本文・注
⑦ペルシア語は、この時代以降のイランや中央アジア、そしてインドのイスラーム国家の公用語として、またインド洋
交易に従事する商人の商業用語として広く用いられた。
アフリカの東海岸では、モガデ、イツシュ・マリンディ・モンパサ・ザンジパル・キルワなどの港市に、アラビア半島やイラ
ン出身のムスリム商人が住みつき、アフリカ内陸部から象牙や奴隷などを購入し、それをイスラーム世界に売る、イン
ド洋交易を活発に行った。この地域では、移住してきたムスリム商人の文化と黒人の文化が融合して、スワヒリ語⑬に
本文・注
よるスワヒリ文化が生まれた。
⑬バントゥー系の言語とアラビア語がまじりあって商業用語としてスワヒリ語が成立した。スワヒリ語は、現代でもケニ
アとタンザニアの公用語で、ある。
ギリシア語による学問をアラビア語で発達させた分野を、イスラーム世界では「外来の学問Jと呼んだ。これとは別
本文 に、イスラーム法学を中心とする「固有の学問Jとよばれた領域があった。法の基礎である『コーラン』がアラビア語で
記されているため、アラビア語の文法学と詩学が、固有の学問の基礎で、あった。
ギリシア語は、ヘレニズム時代とローマ帝国の時代を通して、シリアやエジプトなど東地中海世界の共通の文章語で
コラム あった。古代メソポタミア文明や古代エジプト文明に発する学問や文芸は、ギリシア語で受け継がれてきていた。エ ギリシア語からアラビア語へ
ジプトのアレクサンドリアとシリアのアンティオキアが、そのようなギリシア語の学問・文芸の中心地であった。
ギリシア語からアラビ、ア語へ：ウマイヤ朝の時代から、徴税台帳などの行政文書が、ギリシア語からアラビア語にかわ
りはじめていた。アッパース朝最盛期のカリフ、ハールーン＝アッラシードは、パク、、ダードにギリシア語の文献を集め
2 8 3 イスラーム文明 126 コラム ギリシア語からアラビア語へ
てアラビア語に翻訳する機関をつくり、マームーンの時代になるとそれは「知恵の館Jとよばれる機関に発展した。そ
こでは、組織的、網羅的に、ギリシア語の文献がアラビア語に翻訳された。
哲学・倫理学では、イブン＝シーナー（ラテン語名アヴィケンナ）がアリストテレスの著作をもとにイスラーム哲学を完
2-8-3 イスラーム文明 126 コラム 成させ、イブン＝ルシュド（ラテン語名アグエロエス）はアリストテレスの高度な注釈を行った。この両者は、イスラーム ギリシア語からアラビア語へ
世界の偉大な学者で、その著作がラテン語に翻訳され、ヨーロッパの学問の切っそを提供することになる。
2-8-3 イスラーム文明 127 写真 アラベスクは、植物の茎や葉、アラビア文字を図案化した幾何学的な紋様で、モスクの壁面装飾などに用いられた。 アラベスク
ビザンツ帝国は、ギリシア正教の中心として、古代のヘレニズム・ローマ文明をひきつぎ、西アジアの要素も融合させ
2 9 1 東ヨーロッパ世界 133 本文 て、独特なビザンツ文明を生み出した。 7世紀前半には公用語はラテン語からギリシア語になり、9世紀にはスラブ人
co 
ト・4 への布教のためにキリル文字が考案された。
ギリシア正教の伝道師キュリロスに由来するキリル文字は、 10世紀からスラヴ圏東部に普及してゆき、ロシア文字な
2-9-1 ヨーロッパ世界の形成 133 コラム キリル文字
ど、のもとになった。
ラテン語を典礼用語とする西方のローマ＝カトリック教会に対して、ギリシア語を典礼用語とする東方正教会として組
2 9 1 ヨーロッパ世界の形成 133 コラム ギリシア正教会
織された。
西ヨーロッパ中世世界 彼らの言語や文化は、アイルランド、イギリスのウエールズ、スコットランド、フランスのブ、ルターニュなど、に伝わり、現
2-9-2 137 コラム ケルト人
の成立 在の地域主義的主張の一つの根拠になっている。
西ヨーロッパ中世世界 また、宮廷にイング‘ランド、からアルクインらの学者を招いて、ラテン語や神学、法律などの学芸を奨励したので、この
2 9 2 138 本文
の成立 時期をカロリング＝ルネサンスとし、う。
ヨーロッパでは、由来を同じくする名前が言語によって、よび方やつづりが微妙にかわり、それを日本語で表現する
西ヨーロッパ中世世界 と、違いがさらに大きくなる。カール大帝は、ドイツ語でKarlder Grosse（カー ル大帝）、フランス語でCharlemagne（シ
2 9 2 138 コラム ヨーロッパの人名
の成立 ヤルル大帝）、英語でCharlesthe Great（チャールズ大帝）で、ある。また、英語のピータ一、キャサリンはそれぞれ、ドイ
ツ語でベータ一、カタリーナ、フランス語でピエール、カトリーヌ、ロシア語で、ピョートル、エカチェリーナである。
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本文 中世ヨーロッパ世界はギリシア語文明圏とラテン語文明圏に二分される。
古典やアラビア語の学術書は、シチリア島やイベリア半島のトレドなどを経由して、西ヨーロッパに伝わりラテン語に
本文
翻訳されて伝わった。
西ヨーロッパの知識人は、教会用語のラテン語を共通語としていたから、地域差は少なく、学問・知識の交流に支障
本文 はなかった。しかし、各地にはそれぞれの地域言語を用いた土着の生活文化があり、庶民はそのなかで暮らしてい
た。
本文 文芸では、ラテン語以外に各地の俗語も用いられたので、教会による制約が少なかった。
フスによる聖書のチェック語訳やチェック語で、の説教は、チェック人に大きな影響を与え、その反ドイツ的性格は、 19
写真 フスの火刑
世紀のチェック人の民族運動に強い影響を与えた。
詩人ダンテは、知識用語としてのラテン語ではなく、日常使われていたトスカナ地方のイタリア語で、人間の心の機
本文
微を見事に描いた『神曲』を著し、文学における先駆をなした。
写真 エラスムスはギリシア語原典による「新約聖書」の刊行をはじめ、古典や教父の著作の校訂・注解を行った。 「エラスムス像J
ドイツ人のグーテンベルクが15世紀半ばに改良・実用化した活版印刷術は、製紙法の普及とあいまって情報伝達
本文
に一大変化をもたらした。
本文 高麗では、大蔵経の刊行、世界最初とし、われる金属活字の発明、高麗青磁の開発など、独自の文化が発展した。
河北の農耕地帯を確保した遼は、遊牧民には部族制を、農耕民には州県制を採用する二元支配を行し、（二重統治
本文
体制）、独自の契丹文字をつくった。
写真 漢字をもとにつくられた大字と表音文字系の小字からなる。まだ完全には解説されていない。 契丹文字
本文 西夏は東西交易の要衡をおさえ、独自の西夏文字をつくって政権を確保した。
写真 李元臭が公布したとされる漢字の影響を受けた文字である。多数の文献が発見され、解読がすすめられた。 西夏文字
t。
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立
海域世界の拡大
海と陸の結合東南
アジア世界の発展
海と陸の結合一東南
アジア世界の発展
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アジア世界の発展
イランと中央アジアの
繁栄
165 本文
165 写真
172 写真
175 本文・注
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194 本文・注
准河以北の地を確保した金は、 1153年、燕京（中都大興、現在の北京）に遷都し、中国王朝国家の統治体制をとり
いれる一方、漢字と契丹文字を参考にした独自の女真文字をつくるなど、民族固有の文化の維持をはかった。
漢字と契丹文字を参考にした大字と小字からなる。現在、解読がかなりすすんでいる。 女真文字
宿駅を通行するときの交通手形で、これはもっとも権威のある金製のもの。ウイグ、ル文字で、モンゴ、ル語が書かれてい
モンゴ、ル帝国の牌符
る。
（元は）モンゴ、ル語を公用語とし①、政府の高官や地方長官にはモンゴ、ル人をあて、中央は遊牧民の近衛兵で固
め、モンゴル伝統の側近政治を行った。
主語は元
①モンゴル語の表記には、ウイグル文字が利用されたほか、チベット仏教の僧ノfスパが、フビライ＝ハンの命令でチ
ベット文字をもとにつくったパスパ文字が使われた。
アラビア語やペルシア語が共通の商業語となり、イスラーム世界のディナール金貨がインド洋一帯に流通した。
イスラーム文明と現地のバントゥ一語が混交して東アフリカ沿岸の共通語スワヒリ語が形成され、商業都市性の強い
スワヒリ文化の成立
スワヒリ文化が生まれた。
14世紀末、陳朝にかわった胡朝は、ベトナム独自のチュノム（字哨）の使用を奨励して、漢籍の翻訳をすすめ、また
科挙官僚を登用して独自な官僚制国家の整備に努めた。
ベトナム語を書くために漢字を利用して，陳朝のころにつくられた。歌謡や文学を記すのに用しもれたが、現在は使
チュノム
われていない。
港市国家はさまざまな民族が共存、共生するために宗教や言語の相違について寛容である。 港市国家とは何か
ティムール死後、王朝の政治は安定しなかったが、中心都市サマルカンド、をはじめとする中央アジアの多くのオアシ
ス都市は、モスクなど華麗で壮大な建造物で飾られ、商業と学術の中心として繁栄した②。
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②現在のアフガニスタン西部のへラートは、 15世紀にティムール朝の首都となり、文化活動の中心となった。また、イ
スラーム教がトルコ系民族に受容され、トルコ語による文学作品も書かれた（トルコ＝イスラーム文化）。
帝国の公用語は、アラビ、ア文字で表記されたトルコ語であった。そのためトルコ語は行政だけではなく、学問、文学
本文
など多くの面で使われるようになり、トルコ語によるイスラーム文化が発達した。
ムガル朝を建てたパーフ守ルは、政治家・軍人であるとともに、ティムール朝宮廷の文化愛好の伝統を受けついだ文
コラム 『ノ〈ー ブル＝ナー マ』
人で、もあった。代表著作で、率直な描写で知られる回想録『バーブル＝ナーマ』はトルコ語散文の傑作といわれる。
言語の面では、ベルシア語が公用語とされたが、北インドの民衆はヒンディ一語を用い、またヒンディ一語にペルシ
本文
ア語の語葉をとりし、れたウルドゥ一語も成立した。
15世紀前半の世宗の時期には出版事業が盛んになり、金属活字による活版印刷術が実用化されはじめた。また，
本文
音標文字で、あるハングル（「偉大な文字Jの意）がつくられ、司i民正音の名で公布された。
写真 1446年に「民に訓える正しい音（文字）Jとして頒布されたハングルの解説書。 『司i民正音』
喫茶の習慣や陶磁器の使用が普及し、大衆芸能や木版印刷による出版がさかんになり、戯曲、小説がひろく読ま
本文
れ、『水1許伝』・『三国志演義』・『西遊記』・『金瓶梅』の四大奇書が完成した。
本文 明の士大夫も刺激を受け、徐光啓はマテオ＝リッチとともにエウクレイデスの幾何学を翻訳した（『幾何原本』）。
彼（ヌルハチ）は八旗を基盤とした支配体制を組織し、満洲文字をつくるなど国家体制を整えて、明軍をやぶって中
本文
国の東北部（満洲）を支配した。
また清は、中華文明の伝統的な学術を尊重する態度をとり、『康照字典』、『古今図書集成』、『四庫全書』などの編
本文 集が国家的な文化事業として行われた。いっぽうで、モンゴル文字をもとにした満洲語表記（満洲文字）を創始して
公文書で使用した。
これ（自説の撤回）を拒否したルターは、ザクセン選帝侯フリードリヒの居城に保護され、『新約聖書』をドイツ語に翻
本文
訳して、その普及に努めた。
本文 各国はこれを模倣し、フランス語は外交用語として用いられ、フランスはヨーロッパの宮廷文化の中心となった。
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その子、ヨーゼフ 2世は啓蒙専制君主として中央集権化に努め、ドイツ語の公用語化、信教の自由（宗教寛容令）、
本文
農民解放や修道院の解散、さらに貴族の免税特権の廃止などの改革に着手した。
⑤コサックの語は、トルコ語の「放浪者Jに由来し、南ロシアの逃亡農民をさす。彼らは騎馬の軍隊を組織し、一種の
注 自治社会をつくっていたが、農奴製が強化されると、 1670～71年に大反乱（ステンカ＝ラージンの農民反乱）をおこし
た。
17世紀半ばには新聞も登場し，海外の情報も伝えるようになった。フランスの上流婦人が主催するサロンは，新しい
本文 思想の普及の場ともなり，新聞や雑誌をそなえたイギリスのコーヒーハウスやフランスのカフェも，市民たちの社交や
情報交換の場となった。
17世紀前半、リシュリューによってアカデミー＝フランセーズが創設され、フランス語の研究・統ーがはかられた。フラ
コラム フランス語
ンス語は、ヨーロッパの宮廷や外交において共通語となっていった。
革命下には、グレゴリウス暦にかわる共和暦（革命暦）や、歴史的な州制度にかわる県制度、数学的な合理性に基
本文 づくメートル法など、時間や空間を区切る統一的な尺度が新たに導入され、また地域言語が否認されて国語教育が
強調された。これらを通じて、新たな国民意識の形成が追求された。
国語を国民性の表現とみたフンボルトが創設に尽力したベルリン大学など、新たな大学制度が緒につくとともに、民
本文 話を収集した言語学者グリム兄弟や、近代歴史学の基礎を固めたランケなど、政治課題が切実で、あったドイツでの
学術研究や教育の展開はめざましかった。
新聞は，18世紀末から急速に普及してしりた。 19世紀前半には，印刷技術の向上と製紙法の進歩によって新聞の
新商スタンド『戦争の夢』(1860
写真 価格が低下した。 19世紀後半になると，電信をはじめ，情報を伝える技術が急速に進歩し，また教育の普及により識
年ごろの絵画）
字率が向上したため，読者層は拡大していった。
歴史研究では，本来，文献はもとの言語で書かれたものを利用しなければならない。なぜなら、翻訳や校訂されたも
コラム 文献資料への挑戦
のには、翻訳者や校訂者の解釈がどうしても関与しているからである。
写真 ベルシア語で書かれたモンゴ‘ル帝国史の主要な文献。 『集史』
co 
σコ
4-17 1 
4 17 1 
4 17 1 
4-17 2 
4 17-2 
4 17 2 
4-17 2 
4 17-3 
西アジアの改革運動 309 
西アジアの改革運動 310 
西アジアの改革運動 312 
南アジア・東南アジア
の植民地化と民族運 317 
動の繁明
南アジア・東南アジア
の植民地化と民族運 319 
動の繁明
南アジア・東南アジア
の植民地化と民族運 321 
動の禁明
南アジア・東南アジア
の植民地化と民族運 322 
動の繁明
清の動揺と変貌する
325 
東アジア
19世紀はまた、活版印刷技術がイスラーム世界に取り入れられて、新聞や雑誌がさかんに発行された時代となり、
それらを通じてムスリムの知識人が全イスラーム世界規模で意見を交換するようになった。それを背景にして、全世
界のムスリムが政治的にまとまろうとするパン＝イスラーム主義が唱えられた。この主張はアフガーニーによって体系
本文
化され、オスマン帝国、エジプト、イラン、インドに大きな影響を与えた。アフガーニーの影響を受けたエジプトのム
ハンマド＝アブドウフは、教育と宗教の分野で、近代的な要素をとりいれたイスラーム改革に取り組んだ。彼の思想、と
行動は、アラビア語の雑誌を通じて全イスラーム世界に知られ、各地で教育改革をめざす運動を活性化させた。
⑦「マフデ、ィー Jは、救世主を意味するアラビア語である。この時代、神が地上に救世主をつかわしてこの世の悪を
注
一掃するという思想が広まっていた。
コラム そして日本の立憲制度が注目され、大日本帝国憲法がペルシア語やアラビア語に翻訳された。 日露戦争における日本の勝利
本文 インド人の植民地行政官僚を養成するために、英語で教育する大学が設立された
⑬シャムは長く用しもれた国号だが、現在のタイ中部のみを指すので、 1939年に国号がタイ（「自由Jの意味）に改
注
められた。
注 ⑫オランダは、オランダ語による教育機関を設置した。そこで学んだ知識人たちは、民族意識の形成を目指した。
⑫オーストラリアで 1970年代までつづいた白人中心主義のこと。語学試験などでアジア系移民の入国を防ぎ、国内
注 白豪主義
で、は露骨な差別政策を行った。
注 客家は、独自の文化・中国語方言を有する集団。
清の動揺と変貌する 義和国は、知識人の指導によらない民衆運動で＝あった。街頭での宣伝は、人形劇を使ったり、壁新聞を読み上げた
4-17 3 330 写真 義和国の街頭宣伝
東アジア りして民衆に訴えた
大戦後の合衆国とヨー
4-18-3 347 写真 フォルクスワーゲンはドイツ語で「国民車」の意味である。 フォルクスワー ゲ、ンのポスター
ロッノ号
ケマルは大統領となり、 1924年にはカリフ制を廃止して国家を世俗化し（政教分離）、共和国憲法を公布した。トノレコ
アジア・アフリカでの国
4-18-4 352 本文 帽や女性のベール着用の禁止、太陽暦の採用、トルコ語のローマ字表記（文字改革）なども実施して、西欧をモデ
家形成の動き
ルとする近代国家の建設に努めた（トルコ革命）。
アジア・アフリカでの国
4-18 4 352 写真 ケマルは 1934年にアタテュルク（トルコ人の父）の称号を贈られた。 ケマル＝パシャの文字改革
家形成の動き
アジア・アフリカでの国
4-18 4 356 本文 また、胡適はわかりやすい書き言葉による、新しい文体を提唱した（白話運動、新文学革命）。
CD 
" 家形成の動き
アジア・アフリカでの国 日本に併合された朝鮮では、朝鮮総督府によるきびしい武断政治が強行され、言論・出版・集会・結社の自由が奪
4-18 4 357 本文
家形成の動き われ、日本語による授業が強制された。
アジア・アフリカでの国
4-18 4 357 本文 ソウル（日本統治下の呼称は京城）の民衆は「独立万歳Jをさけんで、立ちあがった。
家形成の動き
世界恐慌と国際対立 ④インドに起源をもっとし、われる流浪民の自称。ジプシーと呼ばれてきたが、それには差別的なニュアンスが含まれ
4-18-5 361 注 ロマ
の激化 ているので、現在ではこの自称が使われている
世界恐慌と国際対立 朝鮮や台湾では、日中戦争を契機として精神的な動員を強化する皇民化運動（皇民化政策）が展開され、とくに朝
4-18 5 365 本文
の激化 鮮では日本語の使用や創氏改名が強制された。
アメリカ合衆国の覇権 また、大戦前から、多くのすぐれた学者や知識人がヨーロツノ効も合衆国に移り住んで、いた。戦後もその傾向はつ
5-19 1 375 コラム アメリカ的生活様式の普及
と冷戦の展開 づき、合衆国が学問や科学技術開発の中心となり、メディアの普及とともに、英語が世界の共通語となっていった。
グローパル化への問 また、移民が増大し、各国の民族構成が多様化するなかで、移民の言語や価値観を同質化しようとする同化主義に
5終一2 411 本文
いと新しい国際秩序 反対し、多様な文化を認め、共存を目指して文化摩擦を解消しようとする多文化主義の動きも目立ってきている。
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12 本文
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帝国書院
詑述肉容 写真・コラムのタイトル、備考
約180万年前になると原人であるホモ＝エレクトゥスが出現した。彼らはアフリカ大陸の外にも広がり、単純な言語を
用いて集団で狩猟・採集し、食物の分配を行った。
語族は、語いや文法などに類似点があって同じ語源をもっと想定される言語群のことである。民族は、言語・習慣・
人種・語族・民族
伝統など文化の共通性にもとづいて、同じ祖先をもっと意識された人間集団のことである。
また交易活動を記録し、収穫物や家畜を管理するために文字が発明された。文字によって記録が残されるようにな
ってからを先史時代と区別して、歴史時代と呼んでいる。
ラテン語のオリエンス（日の昇るところ）が語源で、ローマからみて東方を意味した。反対はオクシデント（日の沈むと
オリエント
こと）である。
王は最高神官として神の名によって神権政治を行い、読み書き能力のある神殿の神官や王宮の書記たちが支配層
を構成した。メソポタミアでは模形文字が発明され粘土板に記して用いられた①。
模形文字
①最初期には穀物や家畜の管理に関する事がらが中心であった。王朝時代になると、王の事蹟、神話、神々への
讃歌、占い、法典、外交文章、商業契約、叙事詩などさまざまな内容が書き記されるようになった。
象形文字のヒヱログリフ（神聖文字）が発明され神殿や墓に刻まれるとともに、より簡略化された神官文字がパピル
ス（一種の紙）に記された。
①ナポレオンのエジプト遠征の際に発見された。同ーの内容がヒエログリフ・デ、モティック（民衆文字）・ギリシア文字
でしるされていたため、この碑文などをもとにフランスの学者シャンポリオンがヒエログ、リフの解読に成功した（1822 ロゼッタストー ン
年）。
ナイル川上流ではクシュ王国が内陸部との中継貿易で栄えた。前8世紀にはエジプトに進出しテーべに王朝を建て
たが、前7世紀になるとアッシリアの進入で、南方のメロエに都を移した。独特なヒ。ラミッド、を造営し、前3世紀にはメロ
エ文字がつくられた。
c.o 
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1 1 1 
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オリエント世界の形成 17 
オリエント世界の形成 17 
オリエント世界の形成 19 
地中海世界の形成と
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オリエントとの融合
地中海世界の形成と
20 
オリエントとの融合
地中海世界の形成と
20 
オリエントとの融合
地中海世界の形成と
26 
オリエントとの融合
ローマ都地中海世界
30 
の成長
ローマ都地中海世界
34 
の成長
ローマ帝国周辺の西
35 
アジアとアフリカ
ローマ帝国周辺の西
35 
アジアとアフリカ
彼ら（フェニキア人）は交易品の数量や価格など取り引きの内容を記録するため、最古の表音文字である原カナー
本文 ン文字を改良し実用的なフェニキア文字を考案した。この文字は、前8世紀にはキプロス島を経由してギリシア人に
伝わり、アルファベットの起源となった。
アラム語はオリエント世界の国際商業語として広く用いられただけでなく、アラム文字は今日のアラビア文字やへブ
本文
ライ文字の原型となった。
アケメネス朝では、模形文字で表記したベルシア語と、オリエント世界の共通語になっていたアラム語が公用語とし
本文
て用いられた。
クレタで発見された絵文字と線文字Aは未解読だが、線文字Bはイギリスのヴエントリス（1922～1941）によって解読
注 エーゲ文明の発見
され、古ギリシア語をしるしたものであることが明らかにされた。
エーゲ文明は前12世紀ごろ表退した。一説には「海の民Jの侵入によるとも言われる。その後ギリシアは約400年間
本文
にわたって文字史料がない暗黒時代に突入したが、戦乱のなかで鉄器が広く用しもれていた。
④ギリシア人は同じ言語を話し、同じ神々を信仰する自分たちのことをへレネスとよび、異民族をパルパロイ（不可解
注 共通の民族意識
な言語を話す人々）とよんで区別した。
また東西交通がいちだんとさかんになり、ギリシア語が共通語（コイネー）として地中海世界から中央アジアにいたる
本文
まで広く使用された。
本文 公用語はラテン語とされたが、東方地域ではギリシア語も広く用いられた。
哲学では、教養あるローマ人の多くがギリシア語を学んだ、こともあり、内面的な精神修養を重視するギリシアのストア
本文
派哲学が広まった。
パルティア①では初めヘレニズムの影響が強くギリシア語が用しもれたが、のちにペルシア語が公用語となりイラン
本文・注
固有の文化を重んじるようになった。
前漢の司馬遷の『史記』には、パルティアは「安息」と記されている。これはアルサケスの音を写したものと考えられて
注 安息
いるが、この時代、漢からローマまで「絹の道（シルク＝ロード）Jが形成されていたことがわかる。
言語は主としてアーリヤ系で、政治的にも文化的にも中央アジア・西アジアとの関係が深く、北西インド、を通って陸1-2 南アジア世界の形成 36 本文
路でつながっていた。
1-2 南アジア世界の形成 36 本文 言語は主としてドラヴィダ系である。
遺跡からはインダス文字①を刻んだ印章や銅器・青銅器・土器などが出土している。
1 2 南アジア世界の形成 37 本文・注 ①未解読であるが、近年のコンピュータ解析によれば、一部で、はドラヴィダ、語の特徴があると指摘されている。又文
字でなく紋章や呪術シンボルのようなサインにすぎなし、とする説もある。
メソポタミアの円筒印章とは異なり方形で、凍石製。封印や護符として使われたとされる。また、印章に刻まれている1-2 南アジア世界の形成 37 写真 印章
牛や神像を、聖牛・シグァ神と推測する見解も存在する。
前6世紀までにはガンジス川中流域を中心に巨大な都市がしくつも生まれ、遠隔地交易が発展するとともに金属貨1 2 南アジア世界の形成 38 本文・注
幣や文字の使用①も行われるようになった。
①インダス文明以来の文字の使用であり、インド系文字の素形であるブラーフミ一文字の原形がこのころ現れてい1-2 南アジア世界の形成 38 注
る。
H。
1-2 南アジア世界の形成 40 本文 また南インド、で、はドラヴィダ、語系のタミル語による古典文学が花開いた。
同王朝（グプタ朝）はサンスクリット語①を公用語とし、その保護のもとで、宮廷を中心にサンスクリット文学が花開い
て、私人カーリダーサなどを輩出した。
1-2 南アジア世界の形成 40 本文 ①ヴェーダ語から発展し、前 400年ごろ整えられた、完成された（サンスクリタ）雅語。バラモン文化の及んだ広大な
地域（南アジア・東南アジアなど）で知識人によって使われ、とくに学術・宗教・文芸のための共通語として機能した。
その波及する地域がインド文化圏を構成し、そこにおける「文明化Jの指標となる言語であった。
インドで古典文明が成熟した 4～5世紀以後には、内陸部に出現しつつあった農業を基盤とする国家も含め、東南東南アジア世界の形
1 3 43 本文 アジアの国家の多くが、ヒンドゥー教や仏教（おもに大乗仏教）、サンスクリット語などのインド文明を積極的に取り入成
れるようになった。
東南アジア世界の形
1-3 44 本文 陳朝は元軍の侵攻を撃退し、漢字を改造した文字チユーノムを発明した。
成
東南アジア世界の形 インド系の文字や漢字を改造した各国の文字のほか、文学作品・歴史書・建築・彫刻・音楽・舞踊・影絵芝居などの1-3 44 注
東南アジアの古典文化成 芸術・芸能でも、外来の題材や形式を利用しながら独自の世界が表現されるようになった。
にもかかわらず東アジアとし、う地域世界が成り立ちえたのは、漢字とそれによって書き記された文字文化が、風土・1 4-1 中華文明の形成 45 本文
生業・言語・信仰の多様性をこえて、この地域にまとまりを与えたからであった。
段は、高度に発達した青銅器、占いを記録する甲骨文字、西アジア起源の戦車戦術など進んだ技術・文化をもって1 4-1 中華文明の形成 46～47 本文
おり、それらを用いてほかの邑を従えた。
1 4-1 中華文明の形成 46 写真 占いの内容を亀の甲羅や牛の骨に記した文字で、漢字の原型となった。 甲骨文字
漢字を用い、礼法や習慣を共有した古代の黄河中流域（中原）の人々の問では、自分たちを文化的に優越する存
1 4 1 中華文明の形成 48 キーワード 在（中華）とみなし、異なる文化をもっ周囲の人々を夷秋（北秋・南蛮・東夷・西戎）とよんで区別する意識が形づくら 中華
れた。一方で、漢字文化や干しは学んで身につけることもできるため、夷1火とされた人々も中華に加わることができた。
］戸。］戸
漢代にはまた、紙①が書写材料として普及した。
1-4-1 中華文明の形成 48 本文・注 ①製紙法漢代までの記録は絹や木簡・竹筒（木や竹の札）に書かれていたが、後漢の宣官察倫が製紙法を改良
し、以後広く普及した。
古代遊牧帝国の興亡 突販は西方のアラム文字をもとにして史上初めて遊牧民独自の文字である突厭文字をつくった。突厭文字による記 オルホン碑文と突厭文字1-5 2 59 写真
とユーラシアの変動 録は、オルホン川流域に立てられたオルホン碑文と総称される石碑群に残されている。 （碑文の突廠文字の拡大あり）
古代遊牧帝国の興亡
1-5-2 59 コラム 仏教はインド、から直接伝わって独自に発展し、またチベット文字はインドの文字をもとにした表音文字である。 チベットの地理と文化とユーラシアの変動
古代遊牧帝国の興亡 9世紀以降、トノレコ系遊牧民はイスラームに改宗しながら次々と西方へ移動した。彼らが建国した王朝のもと、中央1 5-2 60 地図
トノレコ人の移動とユーラシアの変動 アジア・西アジアにトルコ語が広がる一方、その征服活動はイスラームの拡大にも貢献した。
中央ユーラシアでは、それまではおもに東にトルコ・モンゴ、ル系、西にイラン系の言語を話す人々が中心であった。
古代遊牧清国の興亡 しかし、この時期以降、中央アジアのオアシス住民はしだいにトルコ語を身につけるようになり、数世紀を経てトルキ1 5 2 60 本文
とユーラシアの変動 スタン（ベルシア語で「トルコ人の土地」の意）へと変貌していった。一方、パミール高原以西の西トルキスタンにおい
ては、8世紀初めにソグド地方までイスラーム勢力が進出しており、9世紀以降、イラン系住民の西進してきたト／レコ
系遊牧民のイスラームへの改宗が進行した。
古代遊牧帝国の興亡 オアシス地帯で建設された西ウイグ、ル王国で、はマニ教が広まり、ウイグ、ル文字で多くの仏典が記された。マニ教では
1 5 2 60 写真 マニ教の細密商とウイク守ル文字
とユーラシアの変動 白色が重んじられるので、白衣白帽姿のマニ教僧侶が描かれている。
このように 9世紀に始まるトルコ人の西方移動は、数世紀をかけて、西へ向かうトルコ化（住民の言語のトルコ語化）一、
と東へ向かうイスラーム化（住民のイスラーム受容）の波を引き起こし、世界史に大きな影響を与えた①。
古代遊牧帝国の興亡
1-5-2 60 本文・注 ①東トルキスタンのマニ教・仏教文化ソfミール高原以東の東トルキスタンでは、トノレコ語は急速に浸透したが、イス
とユーラシアの変動
ラームの定着はおそかった。天山山脈東部の西ウイグル王国で、はマニ教・仏教が信仰され、ウイグル文字を用いた
文書文化が発展した。
ユーラシアの変動と東 旬奴とその別系統とされる渇、かつての東胡の系統をひくとされる鮮卑、チベット系の民・売をし、う。これらは漢文史
1-6-1 61 注 五古月
アジア世界 料の表記なので動物を表す文字が使われているが、遊牧民の自称、ではない。
華北と統一した北貌は、多数の漢人農民を支配するため、孝文帝のときに均田制・三長制を施行し平城から洛陽に
ユーラシアの変動と東
1-6-1 61～62 本文 都を移すなど、積極的な漢化政策をとった。しかし、鮮卑本来の言語・服装の禁止や洛陽中心の政治は、北方に残
］戸。N
アジア世界
った同族の反発を買い、長城地帯での軍隊の反乱をきっかけに北貌は東西に分裂した。
おもに華北で発展した漢訳仏教や仏像、江南で発達した詩文や書・画は、遊牧民と漢人、華北と江南といった違い
ユーラシアの変動と東
1-6-1 65 本文 をこえて広く受け入れられ、さらに時代や地域をもこえて後世まで重んじられた。李白や杜甫・白居易（白楽天）らの
アジア世界
唐詩は、中国にとどまらず日本をはじめ漢字文化圏共通の教養として広く親しまれた。
ユーラシアの変動と東 北朝から唐にかけて、巨大な石窟寺院がつくられるなど仏教は国家的保護を受けて栄え、仏典の伝来・翻訳が進ん
1-6 1 65 本文
アジア世界 で天台宗・禅宗・浄土宗などの諸宗派が成立した。
ユーラシアの変動と東
1 6 1 65 表 －鳩摩羅什（クマラジーヴァ）…仏典漢訳 普唐文化
アジア世界
ユーラシアの変動と東 東アジア諸国家の形成：朝鮮半島・日本列島など唐の屑辺諸地域では、漢字を媒体として律令・都城制・仏教文化
1-6-1 66 導入文
アジア世界 を取り入れた国家が整備され、現在に続く漢字文化圏が形成された。
1-6-1 ユーラシアの変動と東 66 本文 日本を含めたこれら唐の周縁諸国の多くは、惰唐帝国で完成された律令・都城制・漢訳仏教という政治制度・思想、
アジア世界 体系を、漢字を媒介として取り入れた。こうして漢字文化圏がほぼ輪郭を整えた。
東アジア諸地域の成 唐末以来の古文復興の動きも受けつがれ、欧陽｛宥や蘇載がのちの時代にも影響を与えた。宋代に広まった木版印
1-6-2 73 本文
長と自立 刷術は、書物の出版を通してこれらの思想・著作の普及に大きな役割を果たした。
東アジア諸地域の成
1 6 2 73 注 木版印刷で高麗版大蔵経が出版され、高麗青磁や金属活字がつくられるなど、高度な文化が花開いた。 高麗の文化
長と自立
独自文字の創出：鎌倉時代初めの1224年、 1隻の外国船が日本海で難破して越後国（新潟県）に漂着した。救助
したところ、乗員の持ち物の中に4文字の銘のある銀牌があったが、漢字のようで漢字ではなく、誰もその文字を読
むことができなかった。実は、日本海の対岸を支配していた金の女真文字だったのである。ユーラシア東方が変動
期を迎えた10世紀以降、ウイグル・吐蕃・唐の3帝国の影響下にあった諸民族が、それらの大帝国から学びとった
①東アジアでつくられた独自の
制度や文化をもとに、政治的・文化的自立を強めてし、った。独自の文字文化が各地でみられたことは、その象徴で
］戸。ω
アジアの「国風文化」 文字
1 6 74 コラム・図 ある。キタイ（契丹）のキタイ文字、西夏の西夏文字、金の女真文字は、いずれも漢字をもとにして国家が制定したも
の時代 西夏文字・キタイ文字・チューノ
のであり、ベトナムの陳朝でもチューノムがつくられた。日本でも、国家がつくり出したものではないが、同時期に仮
ム・女真文字・仮名文字を例示
名文字が生み出されて普及した。また、日本や朝鮮半島、西ウイク守ルで、は漢文の訓読や自国語への翻訳が行わ
れ、豊富な漢文文献の蓄積を、自文化の中に取り込んでいった。それまでは、北朝・惰唐のように中央ユーラシア系
の王朝であっても、支配にあたっては漢字・漢文を使っていたが、この時期に中央ユーラシア・東アジアの諸民族が
独自の文字を使用するようになったことは、画期的なできごとであった。
アジアの「国風文化」 日本だけでなく、キタイ・西夏・高麗・金・大越などを見わたすと、独自の文字文化の発達をはじめ、律令とは異なる
1-6 74 コラム
の時代 支配体制の構築、武人勢力の優越、自尊意識の明確化、仏教の浸透など共通の傾向が生じていた。
日本への難破船の漂着から10年後、女真の金はモンゴ、ル帝国によって滅ぼされ、キタイ・西夏・ウイク守ルもモンゴ、ル
アジアの「国風文化J
1-6 74 コラム の中に吸収されてしてが、ウイグル文字からモンゴ、ル文字がつくられるなど、これらの「国風文化」の成果はモンゴ、ル
の時代
に継承されていった。
イスラームの聖典で、アラビア語で「読まれるものJ「読請されるもの」を意味する。内容もアラビア語で、ムスリムはだ
1 7-1 イスラーム文明の誕生 77 注 『クルアー ン』
れでもアラビア語の章句を多少なりとも暗記して、礼拝などで朗読する。
スワヒリ地域より南方の内陸部では、パントゥー系言語を話す人々がジンパブエの石造建設群を築き、農業生産や アフリカ南東部の非イスラーム
1-7-2 イスラーム世界の拡大 82 注
牧牛を基盤として金交易などで栄えたが15世紀末に衰退した。 国
マリンディ・キルワ・モンパサなどの海港都市が交易の拠点として発達し、この地の商業都市民であるムスリムはスワ
ヒリ③とよばれ、アフリカのパントゥ一系言語にアラビ、ア語を取り込んだスワヒリ語を用いるようになった。
1-7 2 イスラーム世界の拡大 83 本文・注
③スワヒリとは、アラビ‘ア語で、海岸地帯を意味するサワーヒルに由来する。もともと他称であり、その初期の使用例は
14世紀のイブン＝パットウータの『大旅行記（三大陸周遊記）』などにみられる。
1-7 2 イスラーム世界の拡大 83 注 デリー＝スルタン朝ではペルシア語が公用語であり、イラン人官僚が登用された。 デ‘リー ＝スルタン朝
1 7-2 イスラーム世界の拡大 85 本文 イスラーム世界の学聞は、『クルアーン』に記されたアラビア語を共通言語として、ウラマーによって発展した。
また、8世紀以降アリストテレスやプトレマイオスなどのギリシア哲学や科学・医学・論理学などの著作、またペルシア
1-7 2 イスラーム世界の拡大 85 本文
語の政治学の著作などがさかんに翻訳されて、新たなイスラーム文化の形成に大きな役割を果たした。
イブン＝Jレシュドやイブン＝シーナーによる医学書など、は、トレドなどでラテン語に翻訳され、最先端科学としてヨーロ
1-7-2 イスラーム世界の拡大 85 本文
ッパに輸入された。
HOAF 
8～ 12世紀イスラー
このような商業活動は、イスラーム教徒どうしの、イスラーム法にもとづいた相互の信頼関係やアラビア語という共通
1-7 ム＝ネットワークの形 86 コラム
言語の広がり、またイスラーム世界の発達した金融・信用取引や、共同出資による協業組織にも支えられていた。
成と海の道
8～ 12世紀イスラー
1-7 ム＝ネットワークの形 87 本文 ムスリムの中には、宋・元時代の南シナ海域で活躍し、漢字など、の中国文化を身につける集団も出現した。
成と海の道
地中海北方へ広がる
1-8 1 91 本文 宣教師たちはスラヴ語を表記するためキリル文字を考案し布教に用いた。
キリスト教
地中海北方へ広がる
1-8 1 92 注 修道院は信仰生活の一環として写本の制作を行ったので、古典文化の保存・伝承にも大きな役割を果たした。 修道院の生活
キリスト教
1-8-3 封建社会の解体と王 106 本文 神学・哲学・法学・医学などの学聞は聖書や古典の注釈を中心とし、その担い手はラテン語のできる聖職者に限ら
権の伸張 れていた。
封建社会の解体と玉 また古代ギリシアの哲学はイスラーム世界やビザンツ帝国で研究・保存されていたが、十字軍やレコンキスタによっ1-8-3 106 本文
権の伸張 てイスラーム世界との交流が活発化するとアラビア語訳を通してラテン語への翻訳が進んだ。
封建社会の解体と王
1 8-3 106 本文 中世を通じて文学作品の多くはラテン語であったが、 11世紀ごろから俗語による文学も現れた。権の伸張
ユーラシア大帝国の モンゴ、ル帝国においては、チンキ、ス家主族を共通の支配層としながらも、出自・宗教・言語にかかわらずさまざまな1-9 112 本文
出現 集団・個人が実力主義で登用され、これら支配層に加わった者はすべてモンゴルと総称された。
ユーラシア大帝国の 皇帝をはじめ、支配者の命令はモンゴ、ル語で出され、クピライの宗教顧問で、あったチベット仏教僧パクパ（パスノ~）1 9 112 本文
出現 がつくったパクパ文字やウイグ、ル文字で書き表された。
ユーラシア大帝国の
］戸。∞
1 9 112 コラム 目白属後の高麗も、国王はモンゴ、ル語の名を名のり、モンゴ、ル人の妃をめとり、王族の待遇を受けた。 モンゴ‘ルの大征服の実像出現
ユーラシア大帝国の 政府が発給する通行証で、所持者は駅伝や旅舎を利用することができた。身分に応じて金牌・銀牌などがある。左1 9 113 写真 モンゴ、ノレの銀牌出現 はウイグル文字、右はパクパ（パスパ）文字。
明の国際秩序と東・東 15世紀前半の世宗のとき、独特の表音文字ハング、ルが制定され、問IJ民正音』として公布された。また銅活字による2 1 1 120 注 ノ、ング、ル（言VI/民正音）南アジア 出版がさかんに行われた。
モルッカ（マルク）諸島の香辛料、スマトラ・ジャワの胡淑など、東南アジア全域の産物がマラッカに集まり、西はマム明の国際秩序と東・東
2-1 1 120 注 ／レーク朝から東は明や琉球までの各地から商人が訪れたので、「マラッカの港で、は84種類もの言葉が聞かれるjと マラッカの貿易ネットワーク南アジア
いわれた。
銀貨は円形のため、これは各地で「円J、または漢語で円と同じ発音の「元jとよばれた。現在、通貨単位として使わ2-1 世界をめぐる銀 125 コラム
れている日本の「円」，韓国の「ウォン（元）J，中国の「元」はいずれもここからきたものであり，語源は同じである。
世界帝国清とアジア諸 『康煎字典』 4万2千余字を収める漢字辞書
2-1 2 128 表 清代のおもな書物国の成熟 『五体清文鑑』満・漢等5言語の対照辞典。
2-1-2 世界帝国清とアジア諸 128 本文・注 一方で、公文書での満洲文字①の使用、漢人への鱒髪の強制など、満洲人が支配者であることをきびしい態度で
国の成熟 示し、漢人官僚は中圏内地の統治にしか関与させなかった。
①モンゴ、ル文字を改良した文字で、以後20世紀まで公文書に用しもれた。中国統治では満洲文字と漢字、藩部統
1台では満訓l文字とモンゴル文字・チベット文字などが併用された。
世界帝国清とアジア諸 1青の治下の主要言語を対照させた辞典で、満智十｜語・モンゴル語・チベット語・トルコ系言語（アラビア文字で表記）・
2-1 2 129 写真 五体清文艦
国の成熟 漢語の5言語で並記されており、清が多民族・多文化の帝国であることを示している。
言語面ではデ、リー＝スルタン朝以来北インド、の日常語であるヒンデ‘ィ一語に、公用語で、あるベルシャ語の語集を多
2-1 3 イスラーム世界の成熟 137 本文
数取り入れたウルドゥ一語が形成された。
大航海時代一世界の 広くスペイン語が話されているラテンアメリカで、今もブラジルだ、けがポルトガル語を使用しているのは、このためであ
2-2-1 140 注 ボルトガル領ブ、ラジル
一体化の始まり る。
大航海時代～世界の また、前 6世紀からユカタン半島を中心にマヤ文明が栄え、象形文字（マヤ文字）や太陽暦を用いたが、鉄器は使
2 2 1 141 本文
一体化の始まり われなかった。
大航海時代～世界の
HO。
2-2 1 142 本文 （インカ帝国は）キープ（結縄）とよばれる記録・伝達手段が使われた。
一体化の始まり
2 2-2 ルネサンスと宗教改革 147 写真 エラスムスは、ギリシア語原典にもとづく聖書研究を行い、宗教改革に影響を与えた。 ホルパイン「エラスムス像J
技術の側面でも、ドイツ人グーテンベルクが発明した金属活字①と印刷機による印刷術は、製紙法の普及と結びつ
いて、印刷物による情報伝達を容易にした。
2 2-2 ルネサンスと宗教改革 148 本文・注 活字印刷
①金属活字は 13世紀の朝鮮半島などでもつくられているが、グーテンベルクが発明したような印刷機は用いられな
かった
反皇帝派の指導者ザクセン選帝侯フリードリヒのもとに身を寄せたルターは、『新約聖書』のドイツ語訳を行い、印刷
2-2-2 ルネサンスと宗教改革 148～149 本文
術を利用して自らの著作を出版した。
宣教師たちは、グーテンベルク式の印刷機をもち込み、日本語の活字をつくって、各地で日本語の書籍（キリシタン
2-2-2 ルネサンスと宗教改革 150 コラム・写真 南蛮扉風に描かれた宣教師
版）を製作した。
2 3-1 広がる主権国家体制 154 写真 剣を持った王座のへンリB世が、改革派のカンタベリ大主教に、宗教改革の象徴としての英訳聖書を渡している。 へンリ 8世の宗教改革の寓意
と17世紀の危機 画
広がる主権国家体制 英語が話せなかった主はあまり議会に出席せず、「君臨すれども統治せず」という原則が確立し、ホイッグ、党のウォ
2-3-1 157 本文
と17世紀の危機 ルポール首相のもとで、内閣が議会に責任を負う責任内閣制が慣習となっていった。
産業革命の初期には、労働者の多くは文字の読み書きができなかった。しかし、産業のいっそうの発展のために
2-4 工業化で変わる社会 175 コラム は、読み書きので、きる労働者が不可欠であった。このため、工場内に学校がつくられるなどして、労働者もしだいに 産業革命と教育
読み書きを覚えていった。
アメリカ合衆国の拡大 有識者は、識字率テストに合格で、きなければ選挙権を行使できなかった。教育を受ける機会の少ない黒人にとっ
2 5 3 200 注 巧妙な差別
と国家統合 て、これは大きな障害だった。
イスラーム諸国の変容 19世紀半ば、シリアやレバノンで、はアラフゃ文芸復興運動がおこり、近代的なアラビア語の著書や出版がさかんにな
2 6-1 206 本文
と模索 った。これはアラブ人の民族的な自覚をうながし、のちのアラブ〉民族主義につながった。
H04 
南アジア・東南アジア
またイギリスは、英語を公用語とし、官僚制度による近代的な行政・司法制度を導入し、さらにその末端の担い手とし
2 6 2 の植民地化と社会変 208 本文
てインド人エリートを養成するために各地に英語で教育を行う大学を設立した。
令n・9ヨー
技術の発展は 19世紀後半に印刷術にも及び、カラー印刷も含めて大量生産が可能になり、安価な大衆向け新聞
帝国主義と世界分割
3 1 1 221-222 本文 が欧米各国で創刊された。こうしたマスメディアの登場と同時期に、初等教育の義務化が進み識字率が向上したこと
競争
で、マスコミュニケーションで画一的な世論が形成される大衆社会が生まれ始めた。
帝国主義と世界分割 供給力の大きい新聞社は部数獲得競争にはしり、イエロージャーナリズムとよばれる扇情的記事を掲載しがちだっ
3-1-1 222 写真 大衆新聞の登場
競争 た。
帝国主義と世界分割 しかし経済開発で利益を得た先住民は、大商人など、少数にすぎ、なかった。医療水準は本国と比べて劣悪で、、教育
3 1-1 230 本文
競争 も本国言語の修得と、本国への帰属心を育む科目が中心だ、った。
第一次世界大戦とア ギリシア軍と連合国がイスタンプ、ル占領をめざした際の攻防戦で戦功をあげ、国民的な英雄となった。 1934年にアタ
3-2-2 247 写真 ムスタファ＝ケマ／レ
ジアのナショナリズム テュルク（父なるトルコ人）の称号を議会から与えられた。この写真は、文字改革でラテン文字を書くようす。
3 2 2 第一次世界大戦とア 248 本文 また、アラビア文字からラテン文字への転換（文字改革）、伝統的服装の廃止と洋服の導入などが行われ、女性へ
ジアのナショナリズム の参政権が確立されるなど女性解放も推進された。
オスマン帝国では、臣民をまとめる原理が、オスマン主義、パン＝イスラーム主義、パン＝トルコ主義と次第に変化
第一次世界大戦とア し、最後にアナトリアを中心lこトルコ人の国民国家がつくられることになった。このような流れのなかで取り残されたの 国家をもたない世界最大の少
3 2-2 248 コラム
ジアのナショナリズム が、クノレド語を話すクルド人で、あった。せーヴル条約で、はクルド人自治区が認められたが、ローザンヌ条約では無視 数民族クルド人
された。
第一次世界大戦とア 彼の「非暴力jや、宗教をこえた博愛主義は、多様な民族・宗教・言語のインドの人々をまとめる力をもち、大衆を運
3-2-2 253 本文
ジアのナショナリズム 動に参加させるとともに一時ムスリムとの協力にも成功して、反英運動は大きく発展した。
第二次世界大戦とそ シンガポールで日本語を教え
3-2 4 268 参照ページ シンガポールは昭南島と改称されて昭南神社が建てられ、日本時間や日本の祝日が導入された。
の惨禍 る日本兵
欧米列強を排除した「大東E共栄圏jの建設をうたう日本は、各国のナショナリストに、行政組織や軍隊をつくらせ
第二次世界大戦とそ
3 2 4 268 本文 た。しかし、日本語や神道など日本文化の押しつけ、日本軍の粗暴な行動、労働者の徴発、経済の混乱などが、支
の惨禍
配下の人々に大きな傷あとを残した。
］戸。∞
日常生活におけるイスラーム復興運動として、聖典を読むためのアラヒ守ア語の学習もさかんになった。イスラーム社
3 3 3 米ソ二極対立の終駕 292 写真 アラビア語の学習（パキスタン）
会を築くうえで、子どもの教育も重視されている。
ソ連・東欧社会主義圏 1989年に冷戦が終結すると、それまで東西対立のなかで抑え込まれていた園内・地域内の民族対立が噴出した。
3-4 1 296 本文
解体後の世界 宗教・言語・風俗などをめぐる民族問の対立が激化し、地域紛争が頻発することとなった。
ユーゴ、スラヴィア連邦は二つの文字（ラテン文字・キリル文字）、三つの宗教（イスラーム・正教会・カトリック）、五つの
ソ連・東欧社会主義圏 言語（スロヴェニア語・クロアティア語・セルビア語・アルパニア語・マケド、ニア語）をもっとし、われるほどの多民族国家
3-4 1 296 側注 旧ユー ゴ、スラヴ、イア連邦の対立
解体後の世界 であった。コソヴ、オではアルバニア人とセルヒJア人が対立し、アメリカ・ドイツを中心とするNATO軍がセルビ、アを空爆
した。
